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　作物の根系構造と根の生理的機能との 閭の相互関連性に つ い て は、 まだ十分に解明されて い ない 。 本研

究では、根か らの Rb吸収能を根の 生理的機能を示す指標と考え、株あた りの Rb吸収量 と土壌中における

根の 階層分布との 関連性につ いて検討 した 。 また 、 根系か らの出液速度を測定 し、地上部の 生育量や収量

構成要素との関係に つ い て も考察 した 。

　材料および方法 ：材料として、栽培条件を異に した水稲品種を用い た 。 不耕起移植栽培、条抜き有機

栽培 、 慣行移植栽培および湛水土中打ち込み点播栽培を行 っ たコ シ ヒ カ リを調査対象と した 。 栽培条件の

概要は第 1表 に示 した通 りで ある。 根系か らの Rb 吸収は、安藤ら （1994）の 方法に準じた方法を用 い て

検討 した。0．4％の 寒天培地 に 塩化ル ビ ジ ウ ム 溶液を混 ぜ、40mgfml の Rbゲルを調製 した 。 最高分げっ 期に

おける各栽培試験区 の株問中央部の深 さ5cmと10cmの 位置に注射器を用いてRbゲ ル 10mlをス ポ ッ ト注入

した。同時 に株直下20cmの位置に もRb ゲ ル10mlを ス ポ ッ ト注入 した 。 調査数は各処理区とも 5株と した 。

Rbを注入処理 を行 っ て 5 日後に調査対象株を地際か ら切 り取り、 新鮮重を測定してた後、乾燥させ乾物

重を測定 した 。 乾燥サン プルをカ ッ テイ ング ミル で 粉砕 し、分析用試料とした 。 茎葉部の Rb含有量 は原

子吸光法を用 い て 定量 した 。 出液速度の 測定は最高分げっ 期に実施 した。 地際か ら8  の 高さで 切り取 っ

た株に 予め重量を測定 した コ ッ トンを置き、その上をサラ ン ラ ッ プで覆い 、 1時間あたりの 出液速度を測

定 した 。 出液速度 の 測定は、日変化を考慮して 午前中に実施 し、反復数は 5 と した 。

　結果および考察 ： コ シ ヒカ リの 出穂直後にあた る1999年8月5日に Rbゲルをスポ ッ 1・注入 し、5 日後の

8月10日に サ ンプ リン グを行 っ た 。 水稲株に含まれ る Rb含有量を第 2表に示 した 。 株あた りの Rb吸収量は 、

株直下20cm 処理 で は 、 耕起移植区よりも不耕起移植区で大きい 値を示 した （p く 0．05）。 不耕起区では、

株問10  下の Rb処理よ りも株直下20cm の Rb処理区で吸収量は有意 に大きい値を示 した。耕起区で は、株
間5cm下処理区の Rb 吸収量が他 の 処理区よ り大きか っ た 。 点播区で も株間表層 （5cm 下）の Rb吸収量が大

きか っ た 。 耕起区および点播区では、表層か らの Rb 吸収量が多い こ とか ら表層根 の 生理活性が高い と考

えられた。不耕起区 で は株直下深層根の活性が高い もの と推定され た 。 条抜き栽培の場合、条抜き外側 で

は条抜き内側 と比較 して株間5cm下で の Rb 吸収量が大きい傾向を示 し 、 株閻10〔皿 下と株直下20cm下 で は

条抜き内側 で の Rb吸収量が有意 （pく0，05）に大きか っ た （第 2表） 。 この傾向は、地上部単位乾重 あた

りの Rb吸収量 と して 比較した場合も同様に認め られた （第 3表） 。 条抜き部分の 内外の 違 い に よ っ て 、

水稲株の 根乾重に有意な差は認め らな い が （第 4 表）、根の 活力としてRb吸収量を指標とした場合には、

根の生理的活性に条の違い に よる差があるこ とが確認された 。 耕起区 、 不耕起区、点播区を込み に して 、

各階層ごとの 根乾物重とRb吸収量との 相関関係を検討 したところ、両者の間 に有意な相関関係は認め ら

れなか っ た （第 5表） 。 出液速度とRb吸収量との 間にも有意な相闃関係は認められなか っ た （第 6表）。

根の 生理的活 性を示す指標 と して Rb吸 収量および出液速度の測定 を行 っ たが 、両者 の 間 に は有意な相関

関係は認め られなか っ た 。
Rb 吸収量は 、根量や出液速度とは別個の 機能として働い てい る もの と考え ら

れた 。 本実験では、根の量が最大に なる出穂期直後に調査を行 っ た。収量に大きな影響を及ぼす登熟期に

おける根の生理活性につ い ては 、 今後更に検討する必要がある 。

本研究の 一部は、平成11年度文部省科学研究費 （11660015）に よ り行 っ た 。
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第 1表　処理区の概要
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第 5表 耕起区、不耕起 区、直播区の 根乾重とRb吸収量

　　　 との相関関係
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第 2表　Rb 吸収量／株 （1999．8．S．処理 、
8．IDgS査）

こ　　0）Rb　　　
j塑
　　m

L’ 5cm lDcm 20cm　　 LSD 　＝O，D5

条抜 き外側　2．60± O．42　 1．19± 0．19　 1，18± O．24

条抜 き内側　 1、32±0、27　 4．41± 1、10　 3．42±0．471

，303

．03

盈§，P〔P…∫⊇、Qa．．ユ22．．．＿．．．．2，6．？．＿．．．＿＿よ、盤．＿一＿一＿一．一．一『一．一＿＿．
耕起区　　　2．31± 0．52　0．74±0．15　 0，68± 0．15　　 1．39

不耕起区　　1．14±0．24　0．77±0，17　 3．63±0．98　　 2．53

点幡区　　 2．74 ±O，5i　 O、98±O．1e　 2．10±O、29　　 1．49

1，11｝inl9，Qi）一一1．2L −−M ，g2
平均値 ± 標準誤差 （n ＝ 3）

第 3表　地上 部単位乾物重あた りの Rb吸収量

’
− 1

＋「ki …
　 こ 　の RbQ

条抜 き外側　 38・83±4・28　37・26± 4・17　 25・93±7・12　　22・77

条抜き内側　 29．61±3、OO　76．77±8．00　 79．39±8．76　　29．98

鐵．P（驍 皿£勲＿嘉五鞭＿．．＿＿漁転雄＿．．．．．．．＿．盗且鴟．＿．＿＿．．．＿＿＿＿＿
耕起 区　　 　 58．42±11．5822 ．55 ±5，68　 1S，43±3．40　　 32，67

不耕起区　　25、61士 6、47　 19．22± 555　111．83 ±63．06　 155．91

点播区　　　63，91± IS．30　23．94± 3、26　 43．15±4．52　　 46．86

LSD 　＝0．05　　 55．36　　　　 2LO4 　　　　　 155．12

平均値 士 標準誤差 （n ＝ 3）

条抜き有機栽培の根乾重の土 中階層分布
　 （1999．7．8）

処理 x 場所

LiXEL ．IL．EiLit
0−10cm　　　10−20cm　　　 20−30cm30 −40cm 　 総根乾重／core

野 々 市コ シ

松任コ シ

株閭 （内側）

株間 （外側 ）

株間 （内側）

　 　 　 　 F

85．7± 30．6mg 　43．7±23．6皿 g　IO，7 ±6、Dmg
65．7± 9、0　　　　34．3土 工8．5　　　15．7 ±10．9
34，0 ：ヒ1．7　　　29．3±16．6　　　6，0±2，6
435 ± 63 　　　183 ±160 　　　　55 ±07

4・D± 2・6mg 　 144，1mg
O　　　　　　 115．7
5，0　　　　　 74，3
10 　　　　　 68，3

第 6表　出液速度 （y） とRb吸収量 （x ）との 関係

L　 x 口
’
　　　 ド ．　　　 r

不耕起区

耕起区

占

y呂一〇．04x ＋3．65

y＝．0．17x ＋ 3．54
； −008x ＋ ！　97

・0．154
・0．225
・OI51
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